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生徒の主体的な活動を促し,学 び続ける意欲を育てる指導法の工夫

1主 題設定の理由

現在,国 際化,情 報化,産 業構造 の変化,高 齢化 などの社会 の変化は激 しく,学 校で身に

付 けた知識だけでは,人 生の各段階で十分 に自己実現 を図 っていくことは困難 になってきて

いる。 こうしたとき,生 涯学習の立場 に立 ち,社 会の変化 に対 して,主 体的に対応 し,学 び

続 ける意欲を育てることが求め られている。

平成元年に改訂 された学習指導要領は,こ のような社会の要請 に応え,自 ら学 ぶ意欲 と社

会の変化 に主体的 に対応で きる能力 の育成 を重視す るとともに,国 民 と して必要 な基礎的 ・

基本的な内容 を身 に付けさせ,個 性を生かす教育の充実を図 ることを基本方針 と している。

また,平 成3年 に改訂 された生徒指導要録では,知 識偏重の教育 を改 めるとともに,意 欲 ・

関心 ・態度や思考力,判 断力,表 現力などを重視 した教育の推進 を求 めて,新 しい学力観を

示 している。

また,中 学生 になると,知 的好奇心や探究心が高 まり,社 会的事象に対 して も,自 分な り

に判断で きるようになる。彼 らは知的エネルギーを内在 しているといえ る。 しか し,従 来行

われてきた授業の多 くは知識理解が中心で,教 師主導の画一的な一斉授業 にな りがちであ っ

た。 このような授業では,生 徒の知的エネルギーを発揮 させたり,学 び続 ける意欲を育てた

りす る点で は,や や不十分であ った。

これか らの中学校社会科の学習指導 は,上 述のような社会の期待や新 しい学力観を踏まえ,

従来の授業 の反省の上に立 って検討す ることが必要である。具体的には,基 礎 ・基本 の重視

と個性 を生かす教育の充実,自 己教育力の育成を具現化す ることである。言 い換 えれば,適

切な課題を設けて行 う学習や作業的,体 験的学習 を充実 し,生 徒の主体的な学習をいかに推

進す るか ということである。

そこで,本 研究においては,生 徒の主体的な活動を促すために,「 適切 な課題 を設 けて行

う学習」や 「デ ィベー トによる学習」を取 り入れた指導法の工夫や生徒の意欲を高める評価

の工夫 に取 り組んだ。

以上 のよ うな点 か ら,上 記の研究主題 を設定 した。なお,研 究に当たっては,地 理的分野

と公民的分野 の二っのグループに分かれ,共 通主題に基づいてそれぞれに分野別研究主題を

設定 し研究を行 った。
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H地 理 的 分 野

主 体 的 な 学習 を促 す指 導 と評 価 の工 夫

一 「様 々 な地 域」の中華 人 民 共 和国 の学 習 を通 して 一

1主 題設定の理由

国際化,情 報化などの急激 な社会 の変化に伴い,生 徒が自 ら学ぶ意欲 と主体的に対応す る

能力を身に付 けることが,ま すます重要 になっている。そのため,学 校教育においては基礎 ・

基本を重視す るとともに,自 ら進んで考え,判 断 し,表 現するなどの能力の育成 を図 ること

が大切であ る。 したが って,こ れか らはこうした諸能力を育成す るための指導や評価 の工夫

が必要 にな ると考えた。

地理分科会では地理的分野の基礎 ・基本 は 「地理的 な見方 ・考え方」,す なわ ち地 理的事

象に関心を もち,そ の意味や変化 を考え る力 ととらえた。このこととともに,学 習指導要領

の地理的分野 の目標を踏まえて,「 主体的な学習を促す指導 と評価の工夫」を主題に設定 し,

生徒が自ら進んで学習す る指導内容 ・方法 の改善や評価の工夫を図 った。

本分科会では自ら進んで行 う学習を主体的な学習 とと らえ,生 徒が学習活動 の中心にな る

ような学習内容や学習方法 の工夫が大切 と考えた。その際,生 徒が関心や意欲 を高め るとと

もに,主 体的に学習にかかわ ることがで きるよ うな配慮が必要である。例 えば,作 業的な学

習 を通 して,生 徒に 「やろう」という気持 ちや,他 の生徒 に働 きか けようとす る気持 ちを起

こせ ることができる学習活動の工夫などが考え られる。

評価 については,観 点別学習状況の評価 を基本 とした評価を したり,学 習 目標忙照 らした

生徒の実現状況を評価 した りするなど,学 習指導要領 の目指す新 しい学力観に基づ く評価が

十分にで きるよ うなものにす ることが大切である。また,生 徒の良 さや可能性 を積極的 に評

価す ることも大切であ る。

以上 のことをふまえて,地 理的分科会では学習指導要領の地理的分野の内容(1),イ の 「様々

な地域」を扱 うことにした。「様々な地域」の学習 においては,あ る地域 や国 を学ぶ ことに

よって世界 の他 の地域 や国を学ぶ学 び方 を身 に付 けることが大切である。 ここで は,中 華人

民共和国(人 口と民族),ア メ リカ合衆国(大 規模 な農業 と工業),西 アフ リカ(発 展途上国,

環境 と開発),EC(新 しい共同体,交 通)の 四っの地域や国を取 り上げ,そ の中か ら学習

単元 として 「中華人民共和国」を教材化 した。理由は,中 華人民共和国 を人口と民族の視点

か ら学ぶ ことによってアメ リカ合衆国,ロ シァ連邦,イ ン ドなどの国の特色が明確 になると

同時に,我 が国の国土認識を深める上で効果的であると考えたか らである。
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2研 究のね らいと方法

(1}研 究 のね らい

ア 自ら課題 を設 けて追究 してい く学習や作業的な学習を取 り入れることによ って,生 徒

の主体的な学習 を促す指導方法を工夫する。

イ 「様 々な地域」で中国を取 り上 げ,「人 口と民族」 に焦点 をあてた学習内容を中心 に単

元構成を工夫 し教材化 を図 る。

ウ 主体的な学習を促す ために四っの観点別学習状況の評価 を積極的に取 り入れ,1単 位

時間及び単元の指導計画に基づ き,評 価方法 ・内容の工夫 をする。

② 研究の方法

上記のね らいを達成す るために以下の方法で研究を進め る。

ア 生徒 の実態 を把握す るために中国 にっいての事前 アンケー トを実施す る。

イ 中国 の巨大 な人口 と民族に焦点をあて,学 習内容を再構成 し,指 導計画を作成す る。

ウ 指導計画の各時の目標 に基づ き,そ れぞれの評価の観点を分析 し,評価計画を作成する。

工 研究授業を行い,研 究内容を検証する。

オ 生徒の変容を知 るため,中 国にっいての事後 アンケー トを実施す る。

(3)配 慮す る点

ア 中国の学習を通 して,他 の地域や国の特色が明確 になるよ うに内容を構成す るととも

に,生 徒の発達段階を十分 に考慮す る。

イ 生徒の興味や疑問を引 き出す ことのできる資料を提示するとと もに,課 題解決学習 に

生かせるように指導方法を工夫す る。

ウ 課題を追究する段階において,生 徒自らが資料 を選択 し活用す る学習活動 を重視 し,

適切な指示 ・助言を行 う。

工 新 しい学力観 に基づいた観点別学習状況の評価を積極的に取 り入れるように配慮する。

3研 究の内容

(1)指 導計画 ・評価計画の作成 に当たって……本研究では,指 導 と評価 の一体化を図 るため

指導計画 と評価計画 を一っに した表(以 下 「計画表」と呼ぶ)を 作成 した。

ア 指導 と評価の一体化

指導目標 を達成す るためには,指 導 と評価が一体 と して行われることが重要である。

そこで,一 目で指導 と評価が分かるこの必要性か ら 「計画表」を作成 した。また,こ の
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「計画表」を活用するに当たっては,1単 位時間 ごとに四っの観点 にっいてそのすべて

評価す ることもできるが,二 ～三の観点 を重点的に評価す ることも可能である。評価 に

とらわれて評価のための評価 にな らないようにす ることが大切 だか らであ る。

イ 指導 と評価の工夫

1年 間,1単 元,1単 位時間の評価には様 々な方法がある。 しか し,そ の基本 は教師

の直接的な観察や簡単な記録 などの日常 の授業 における評価であると考える。つま り,

評価 においては教師の 「観察眼」を養 うことが重要 と思われる。

観察による評価 においては生徒の表情 を敏感に読み取 り,発 表や質問を丁寧 に聞 き,

作業 の場面で机間指導 し,ノ ー トなどを見てその場で評価 し,そ の場で指導 に生か した

り,記 録 にとった りすることが大切である。

② 単元 の構成

下の図 は,本 単元の単元構成図であり,中 華人民共和国にっいての学習内容 を再構成 し

たものである。

(ウ)単 元構成図
・下の図は、本単元の単元構成図である.中 蒙人民共和国についての学習内容を

再構成 し、教材化 した。

中 華 人 民 共 和 国
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中国 は12億 人 という世界一の巨大な人口を抱える国であ り,全 体の93%を 占め る漢

民族 とその他の小数民族か ら成 り立つ多民族国家である。近年,こ の巨大な人口と複雑 な

民族 か ら成 る国を支えるため,新 しい国づ くりが始まっている。

そのため,農 村か ら都市への人口の移動等から生 じる都市や農村の生活の変化が顕著に現れ

ている。 この変化 を中心 に した学習内容を明確にす るため,上 記 の単元構成図を作成 した。
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(3)指 導計画 ・評価計画

ア 単元名 中華 人民共和国

イ 単元の§標 巨大な人口と多様な民族をかかえ、変わ りつつある 「中国」の現状を

そこで暮 らす人々の生活を通 して理解させる。

}旨 導 言十 画

時 主 題 ・ 指導 目標 学 習、 内 容 学 習 活 動 指導上の留意点

① 世界一の人口 ・中国の人口を調べ他 ・日本と比較 をし

の国 と人口を比較する。地図帳 を使 って位
・11億 人とな るよ う 置を確認さぜる。

に国 を選び 、プ リン ト ・人口の多 さを印

に着色 す る。 象付 け る。

巨大な人口をかかえる ②中国のあらま ・プリン トに正式国名
、

・数値や表の見方

第 国 し 面積、首都(位 置)を を理解させ、統計

記 入 す る。 資料の読み方に慣
1 (生徒の既習知識を発 ・地図帳で中国の地形 れ させ る。

表 させながら中国の概 のあ らましをつか む。 ・西高東低の地形

時 要 をつ か ませ、人 口の に 気1'」か せ る 。

巨大さに注目させる。) ・地形の断面図か

ら自然の様子をつ

か まぜ る。

③ まとめ ・作業 プ リン トをも と ・次時につなげる

に 、中国の 人 口につ い ため 、民族 につい

て再度確認する。 て簡単に触 れる。

①中国の人口分 ・中国の自然について ・人口集中の原因

布 大 まかに確認す る。 が自然条件のみに
・東部への人口集中の ならぬよう配慮す

理由を考える。 る 。

②多様な民族 ・4民 族の写真を見て ・判断するための

第 多様な民族
、

民族名を当てる。 理由付けを重視 ず

る 。

2 (中 国の自然や多様な ③自治区の設置 ・民族構成を地図帳の ・中国が多民族国

民族との関連か ら、偏 グラフで確認する。 家であることに気

時 っている人口分布の理 ・民族ごとの分布や一 付 かせ る。

由を考 えさせ る。〉 部地域において、自治

区が設けられているこ

とに 気付 く。 ・多民族国家は中

④中国の人口と ・多民族国家の問題点 国 だけで な く、 ロ

民族のまとめ を考 えてみ る。 シア、 インFな ど
・プ リン トで学 習内容 数多 くあることに

を まとめ る。 忙 も触れる。
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※評価基準に記述 されている事柄は 「おおむね満足できる=B」 とする。

※ 【 】は評価方法を示す。

評 価 計 画(評 価の観点及ひ言平価基準)
社会的事象への 社会的な1 資料活用の 社会的事象につい 評価方法及び評
関心・意欲・態度 思考 ・判断 技能 ・表現 ての知識 ・理解 価内容の留意点

・中国の人口の ・統計 資料 か ら
.

・作業課題にあ ・中 国の面積 、 人 ・発裏された内

多さに興味を示 中国の概要が読 った資料内容を 口、位置と自然な 容に余 り7丁入り
し、調 べ よ うと み取 ることがで 読み取 り、分類 どの概要を理解で しな いで、 どん

す る 。 き る 。 整理でき発問に き る 。 な発言も板書す

対して適切に答 る 。

えることができ

る 。 ・表情なども見

る 。

・中国の西高東

低の地形と東部 ・作業 プ リン ト

【作業状況の観 【発言内容の分 に集中する人口 【発言内容の分 の作成中、机問

察】 析】 の関係を資料か 析】 指導をして生徒

ら読み取 ること の作業状況を観
がで きる。 察 す る。

【机間指導によ
る観察】

・人口分布の偏 ・人口分布の偏 ・地図帳から自 ・前時の学習 との ・班で話合いを

りを見て 、与 え りの理由を考 え 治区を発見し、 関連から、中国の させて、興味を

られた課題を追 るこ とがで きる. 多民族国家であ 人口や民族につい 引 き出さ せ る。

究 しようとす る. ることに気付 く
o

て理解を深めるこ
・写真資料 から とがで きる。 ・写真の人物だ

・写真資料 など 民族名を選ぶと けに着目するの

を興味を持って き、理 由な どを ではな く、風景

見 る 。 述べることがで 【挙手による発言 などからも判断

き る 。 分析】 するよう考慮す
・多民族国家が る 。

中国以外にも、 ・適切に学習内容

い くつ か ある こ を まとめ 、 プ リン ・プ リン トを回

とに気 付 く。 トに記入すること 収 して、内容分

がで き る。 析 を行 う。

【机間指導によ 【発言内容の分 【発言内容の分

る観察】 析】 析】 【プ リン トの分

析】
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}旨 導 言十 画

時 主 題 ・ 指導目標 学 習 内 容 学 習 活 動 指導上の留意点

学習課題の発見 ①中国の現在の ・ 「中国」 の ビデ オ を ・都市と農村につ

様子 見て、気付いた点、興 いて、生徒に意識

第 (前時の学習を発展さ 味のある点を記録する。付けをする。

せ、中国の近年におけ ・都市の生活、農村の

3 る人口動態の変化の様

子に気付かせ、班ごと

生活についての読み物

資料を読む。

時 に学習課題を発見させ ②学習課題の発 ・興 味の あ ること、調 ・各班で発見 した

る 。) 見 べてみたいことを生活 学習課題を学級全
班の中で出 し合い、課 体で整理 し、 「都

題を発見する。 市の生活」及び、
「農村の生活」の

第 学習課題の設定 ①学習課題の設 ・生活班 の中で学習課 両方にかかわる内
〃 追究 定 題を設定 し、調査分担 容を学習課題とし

4 〃 まとめ を行 う。 て、各班ごとに設

②資料からの追 ・資料 より学習課題 を 定 させ る。
9

(班ごとに学習課題を 究 追究する。

5 設定 し、図書室などを ・まとめに向 けて

利用して具体的に追究 ③学習課題のま ・発表原稿を仕上げる
。 助言する。

時 調査させながら、中国 とめ ・発表の手順を確認す ・発表の仕方を考

の変化 を理解させる。) る 。 え させ る。

①学習課題の発 ・各グループか ら順番 ・発表内容、発表

表と聞き取 り に5分 間で発表する。 方法を事前に報告

(30分) ・他グループの発表を させ、発表の準慌

学習課題の発表 聞きながら分かったこ をさせ る。

と、質問 したいことを ・発表の まとめ用

第 学習シー トにまとめる
0

シー トを配布して

(前 時のまとめた結果 から発表を始めさ
s を発表させる。さらに ②質疑応答 ・学 習 シー トよ り、各

せ る 。

他の班の発表を聞かせ GO分) 自、他の班に質問する. ・答えられる範囲

時 中国の現在の様子や課 ・◎で出された意見や で答えさせ、⑥の

題を理解させる。) 質問を班で検討 し、答 教師のまとめで補
える用意 をする。 足す る。
。質 問に答 え る。 ・事後 ア ンケー ト

◎ まとめGO分) ・教師のまとめを聞 く
●

を配布する。

ウ 単元の評価 ・中国の巨大な人口が多民族で構成されていることに関心をもち、進ん

で学習しようとしたか。
・中国の人口が都市 と農村の間で移動 していることに気付き、そのため

の社会的変化を考察で きたか。
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評 価 計 画(諦 の観点及び評価の基準)
社会的事象への 社会的な 資料活用の 社会的事象につい 評価方法及び評
関心 ・意欲・態度 思 考 ・判断 技能 ・表現 ての知識 ・理解 価内容の留意点

・ビデ オを 見て
、

・ビデオやグラ ・中国の社会の ・日本と比較 して ・協力 して いる

人口が移動 して フか ら中国につ 変化を、資料な 中国の社会変化を 様子などを書き
いることに関心 いての学習課題 どから読み取 る 理解することがで 留 め る。

を抱 く。 を発見できる。 ことがで き る。 き る 。

・班 として協力 ・チ ェ ッ ク ・リ

しようとす る。 ス トを作成 し、

【作業状況の観 【机間指導によ 【発言内容の分 【発言内容の分 観察をする。

察】 る観察】 析】 析】

【提出プリン ト 【提出プリン ト 【提出プリン ト 【提出プ リン ト

の確認】 の確認】 の確認】 確認】

・自分の学習課 ・既習知識を活 ・学習課題 にあ ・机間指導 しな

題を積極的に追 用 し、学習課題 った資料を選択 がら生徒が興味

究 しようとして について考察す し、適切に活用 を持 って話 し合

い る 。 る 。 で き る 。 いに参加 してい

【作業状況の分 るか 。 また、課

【作業状況の観 【机間指導によ 析】 ・学習で得たそれ 題を中国の人口

察】 る観察】 ・学習課題にあ それの知識の関連 に関係付けなが

った資料を自分 性が理解できる。 ら考察 しようと
・他人の意見を な りに工夫 して しているかなど

聞 き、 さ らに学 表 現 で きる。 【ノー ト分析 】 を観察する。

習課題を追究 し ・課題学習の学 【机間指導によ ・その場で評価

ようと してい る. 習から中国の現 り観察】 ・質問に対 して適 したことを通 し

状分析ができ、 切に答える知識を て、指 導 した り
・発表に対 して 新 しい中国の課 ・学習 シー トを もつ ことがで きる。 記録を してお く。

質問 しようとす 題を発見できる
0

基に、調べた内

る 。 容 を要領 よくま 【発言内容の分 ・事後 アンケー

とめ 、分 か りや 析】 トに よって、生

す くハ ッキ リと 徒がもつ中国に

みんなに発表で ・他の班の発表を ついての興 味 、

き る 。 自分の学習した内 関心の意識の変

【発表者の態度 【レボー トの分 容 と関連付けるこ 化 を調 べ る。

や発表を聞く 析】 【発表内容の分 とがで きる。

時の態度の観 析】 【学習 シー ト分 ・相互評価も有

察 】 析】 効で あ る。

・資料 などを適切に活用 して課題を追究 し、分か りやす く発表できたか。

・現代の中国が抱える社会的問題を通 して、我が国の抱える同 じような問題に気付 くことが

できたか。
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(4)学 習指導案
ア 本時の主題 第3校 時 学習課題の発 見

イ 本瞬の目螺

前時の学習 を発展させ、中国の近年における人口動態の変化の様子に気付かせ、班ごとに学習課題 を発見 させる。
ウ 本時の展開

学習内容 学 習 活 動 指導上の留意点 評価方法など 評価の際の留意点

導 ① 学習の流 れ ① 本時の学習の流 ① 模造紙な どに授業の流 ① 【意 欲 ・態 度 】 ① 本時の学習の流れ
入 れ を 確 認 す る. れ を記 入 し、 掲示 して お ○聞 い て い る様 子 か が つ か め た か ど うか

2

分

・く.そ れ で 説 明 を す る. ら観 察 す る. を と らえ る.

② 三つの資 料 ②r中 国 の 人 々の ② 視 覚 的 ・統 計 的 ・文章 ② 【意 欲 ・態 度 】 ② 気付いたことを記
展 の読取 り く ら し」 を知 るた 的 に中 国 の 人 々の くら し 【資料の活用】 人 している様子を槻
開 めの資料を見たり の様 子 を 知 る こ との で き ・プ リ ン トに記 人 す 察 しな が ら、 個 々の
i 読 み 取 った りしな る資 料 を 準 備 す る。 る様 子 を槻 察 する. 生徒の取り組みの姿

・ ビデ オ が ら、 気 付 い た こ そ こか ら気付 い た こと ・発 言 の 内容 を分析 を知 るよ う にす る。

20 ・ グ ラフ と菱 プ リ ン トに記 を 出 させ るこ と を通 じて す る. *後 で プ リ ン トを提 出

分 ・ 文章資料 入 す る. 「io.発 見 」 の準 備 をさ ・授 業 後 に 回収 した させ て 、そ の 記 入状

(プ リン ト①) せ る. プ リ ン トか ら記 述 況などから評価に生
内 容 を分析 す る. か す よ うに す る.

③ 学習課題 の ③ 三 つ の 資 料 】を生 ◎ 班 ご とに 、個 人の 「こ ③ 【意 欲 ・態 度 】 ◎ 各班で話 し合って
畷ごとでの発 か して 、 各 班 で個 ん な こ とを 調 べ た い」 と ・各 班 で、 意見 を出 い る様 子 を と らえ る

見 ・発 表 入の意見を出し合 いう意見を十分吸い上げ して いる様子や話 ため 、机 問 指 導 を適
っ たの ち 、 班 で課 られ る よ うに 配慮 し、 そ し合 いで の記 録 ・ 宜 行 う.

題 を二 つ く らいに こから個 々の意 見を生か 発表の役割分担の
しi3る. して、 班 と して の課 題 づ 様 子 を観 察 す る. *と くに 、個 々の 意 見

展 (プ リ ン ト②) く りを させ る。 ・授 業 後 に ブ リンF が、 どの よ う に まと

*各 班5分 で課題 を を回 収 して 、個 々 め られ て生 か され て

開 発見す る作業をす 累机間指導 をして生徒の手 の 関わ りを分析す い るの か を と らえ る

2

る. 助 け を十 分 す る。 る 。 よ うに 心 が け る.

③'斑 ご とに 発 見 し ◎'わ か りや す く発 表 させ ③'【 発 表 ・表 現】 ③'発 表 の 内 容 や晃 表

た課 題 を発 表 し、 るた め の工 夫 を す る. ・発 表の態度や内容 の仕 方 、 表 現 の工 夫

それ を各 自で ブ リ (教 材 提 示複 の 使 用 、短 冊 か ら、班 の様 子や な ど に留 意 す る.

ン トに記 入 す る. 黒 板 、画 用 紙 の 利 用 な ど 個 人 を槻 察 す る.
25 *2分 ご とに 発 表 を 視覚的な面での配慮をす

をす る. る 。)

分
④ 学習課題の ④ 各班の発表の共 ④ 教粧提示複などを利用 ④ 【思 考 ・判断 】 ④ 班の課題 から、都

分類 通 点 ・相 違 点 を ブ して 、六 つ の 班 か らの 課 ・六 つの 班 の 課題 を 市 ・農 村 に 関 す るも

(郁市に関す る リン トや 黒 板 ・提 題 を 一覧 で きる よ うに工 どの よ うに分 頬 し の を分 類 して い くこ

もの 、 農 村 に 示 榎 か ら探 り、 ど 夫 し、都 市 と農村 に関 す ま とめ て い くか、 と を通 し、調 査 課題

関 す るも の) ん な と こ ろか ら るも のが は っき りと分 類 考 えて い る様 子 ・ が どの くら いは っき
「人 々の く らし」 で き る よ うに 配慮 す る。 発 言か ら観 察 する. り させ られ たか を知

に せ まれ るか再 び る.

考 え る。

ま ⑤ 次時への予 ⑤ 都市に関するも ⑤ 次時の班の課題設定、 ⑤ 【意 欲 ・態 度 】 ⑤ 次時の学習の進み
と 告 の 、 震 村 に 関す る 調 査活 動 を スム ー ズに す ・闇 く姿 勢 な どか ら 方tzつ いて 知 ろう と

め もの 、 そ れ ぞ れ一 す め さ ぜ るた め に 、調 査 課題設定、調査活 す る 姿勢 か ら、 調査
つずつを班で課題 プ リン トを 配 布 し、 都市 動をする手噸を知 活動をすすめ る意欲

3 設定することを知 及び 農村に関するものを るこ と が で きたか を知るように心がけ
分 る ◎

一 つ ずつ 学 習 課題 に 設定
観 察 す る。 る 。

(プ リ ン トを見 て、 す る こ とを 薙認 させ る.

説 明 を 闇 く.)

工 本時の評緬

前時の学習 を発穰させ、中国の近年における人口動態の変化の様 子に気付き、班ごとcz学 習課題 を発見す ることが

できたか。

オ 本時の指導 と評顧
中国の近年における人口動態 の変化の様子を気付かせ、班ご とに学習課題を発見 させられたか。教師の作桑状況の

槻察や机問指導 ・発表の様子な どの観察(チ ュッウ用紙)か ら、生徒の実態に合わせた評価をすることができたか.
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プ リン ト① 課 題発見 の ため の資 料 班 ・氏名
'

‡資科i中 国の様子を紹介したビデオから、気付い蓬こと・疑周に思っ炬こと

などを項目ごとにメモしておこう。

魎
零資料2下 の中国の入口の推移のグラフからわかることを書こう,

u

「●

② 膿磯子
1

齋
■邑 胃 闘w■

t資繕3下 の「己市と農村の生活」を議んで、気付いたことを書こう,

① 饗市の生活(塾 濱笥荊区 澱引弔)

r-一 一,

{@畿 業の様子:o一

富 ビデ オ全 偉 嘩過 して 、姐 りrい と 思 っrこ とaど そ メモ して お こ う.

霞潮 では、人口M3万 人から200万 人にふくれあが,た.工 露鎗生
醒6千 万元から255憶 元.婁 に400悟 を趣す阪員ぶりである。
卿濠」Hビバリーヒルズ圃と疇ばれる血湖山K .こ この住人へ夫人 く28)

の累では瓢倉通帳が十歌種曙ある.こ の夫人u「 深」飼にでr.の が晶靭の
碗功、そして書港で働いたのが第二の履功です.こ の10#Tす ぺての
財壁が融十鱈になり2しn.」 とeっ た.(鍵 雄VIeWSか ら)

②saの 生盾(あ る万元戸のsら し)1元 雪駒37円1geg鰹

ヒ ー ッ.リ ーダ ーが 喝 らず 昂初 の蓄 を合 図に 、農家 の 働e季 たちt3N

子 壱 が5り.く わ 柴そ 弓え る.ピ ー ッ.2幽 目。家 か ら贈列 を娼 ん で田

ん ほへ 。3● ●.艦 作顕 鳳 艶.織(ヤ ン》 さ んは.1978径 まで薔 に

動 か され て仕 事 をして いr,.「 快 め られ た時間 に曾 われ た とお りに 価 く

だけ.あ ま り熟 が 入 りませ ん で した 」.し か し今は も う智 はな い.被 は

釣2.7h8の 虞 壇に 弼 。小 夏 ・大豆 ・いもの 腿 か、4バ コ ・なた ねを

檀 え る.そ れ に牛4四 、騨2efl.に わ と り ・がち ょ う聾30羽 の 世語

に追 われ る.お か げ で暢 きん 一家7人 の 年間eau、1981隼 か ら 且

万元 を鱈 え た.家 瞬 得3収 入の こ と.(正 遭 社 触理 の口nmら)

プリント② 各班での調査課題の発見 班1記瀦

零配 爆 責 ・ ・Fの マスに ゴモ して い く.
零縄 衰の 情 寿 ・ ・ro嬬 でii… 。の よ うな課 層 が τ て.・ …'帰 巾で

・ ・◎ 甲と ・ … の 腰 馴 を殉 見 し 霞し た,

囮
置つの 脚科 な ど をい か し て、 中閏 の 八 々の くら しの 榔r彪 卸 る と しr.

ら.ど ん な嘱 喪 縣懸 が 範 見て 唇 るの か。.・ 人 ・八 で きる だけ 凶、して 、

そ こ み膨ら呵 じと こx層tとm.「 つ 《巧い に し`マろ へ.

・・1

カ プ リ ン ト資 料 の 説 明 な ど

○ プ リ ン ト①(Etz掲 載 した もの)か ら

・NHKビT教 材 ・世 界の 人 々と くら し 『中 国 。!!国 』

か ら 「中nの 人 々 ・の た かな 産業 」

芝
…

…

}
く

〈内 容 〉 北 京 の アパ ー ト/3人 家 族 の くら し

北 京料 理/11億 人の 人口/住 宅 難/自 転 車 通 勤
一人っ子政驚/人 民公社/生 産費任制/自 由市場

万元戸の家/中 国の 農業一東北 ・長江流域 ・南部

経済開 発/経 済特別区/外 国文化の流入/中 国の

搾 ζ駆 宰㌍理 ζ雛ま瑞 害箋を掲毅i

・ゲ ラ フ 写中 国 人1-1統 計 帰鑑1989仔.版 』 が ら

帝 国 膏 院r社 会 科中 学 生 の地 理Aか ら転載

・文 章貨 科 郁 市 の くら し … 『雑 誌VlEWSAが ら

農村 の くら し 。 ・ 『正進 社 地理 の 資 料 溺 か ら

C)プ リ ン トn(左 に 柵載 した もの)

ー

ー

う
トー

…

・一 人一 人の 牛 徒 の意 見 を大 切 に しな が ら、 それ を班 員 全

昌の 力 で 「つ くhい の課 題 に 憲とめ る際 に使 用 した 。 伺

々の意 見を牛 か して 、 みん な で課 題 を まとめ て い く中 に

宅休 的 に学 習 す る姿 熱 が牛 まれ 、課 題 を追 求 して い く際

に、 そ れ が牛 か され て い くと考 えて 考 零 した もの であ る。
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(5)研 究授業の考察

ア 学習活動 にっいて

前時までの教師主導 の一斉学習 をふまえ,主 体的に学習す るための自ら課題を発見す

る授業が この研究授業であった。

展開では,ま ず ビデオで中国の様子を確認 したが,生 徒たちは資料1に 一生懸命 にメ

モを取 りなが らよく見てお り,意 欲的 に取 り組み始めた。

ビデオの視聴後,資 料2,3の グラフや文章資料か ら今 日の中国の変化について読み

取 らせようとしたが,時 間的に不十分であった。

次に展開2の 学習課題を発見す る作業に入 ったが,各 班の メンバーがそれぞれ自分 の

意見を出 し合い,記 録担当の生徒がプ リント②に しっか りとまとめていた。 この場面 は

各自の意見を具体的に出す ことができる点 で,主 体的な学習を促す重要な場面であった

と考える。生徒たちは,机 間指導を している教師に質問を した り,メ モを したプ リント

を見た り教科書や資料集 を開 いたりしなが ら自分の学習課題を発見 し考えをまとめ,さ

らに,班 の学習課題 として練 り上げていた。まとめ られた班 の学習課題 は,教 材提示機

を使用 し発表 された。生徒が発見 しまとめられた学習課題 として,以 下 のものがあげら

れた。「人口増加の問題点」,「一人 っ子政策」,「経済特区」,「人民公社」,「生産責任制」,

「万元戸」,「華北平原以外の くらし」,「自転車を何故今 も利用 しているのか」,「中国 の

農業」,「地下資源」,「三種 の神器 と自転車」,「中国 の産業」。

イ 評価にっいて

今回の授業では評価 にっいて,各 生徒 の観察やプ リントの記入状況の分析 などの方法

を通 して評価することにより主体的な学習を促す ことを目指 した。

そのために,生 徒の様子 を記入で きるチェック表(展 開場面 ごとに個人名を入れた座

席図がっいた もの)を 作成 し授業 に臨んだ。 しか し,十 分に記録す ることはで きなかっ

た。あま り詳細 な評価表 は,記 入に無理 があ り,活 用 しきれない ことが分か った。一方

では教師の 「観察眼」を養 う必要 も感 じた。また,授 業 の机間指導中に行 った観察によ

る評価か らは,次 の助言 に必要 な点を見付 けることがで き,授 業後に提出させ たプ リン

トの分析か らも意欲的に活動 していたことが分か った。また,関 心 ・意欲 ・態度は,教

師 と生徒の人間関係 も影響 し,ち ょっとした声掛けが生徒を生かす評価につなが ると考

え られる。
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4研 究のまとめと今後の課題

(1)研 究のまとめ

地理分科会では 「主体的 な学習を促す指導 と評価 の工夫」を主題 と して研究を進め,次

の点 を明 らかにす ることがで きた。

ア 「様々な地域」において,主 体的 な学習を促す指導方法 と して 「適切な課題 を設 けて

行 う学習」を取 り入れ る場合,1年 生 の発達段階 を考慮 し,課 題設定 の前 に一斉学習を

取 り入れる単元構成 は効果的である。本研究で は 「様 々な地域」の一っ として 「中華人

民共和国」を取 り上 げ,近 年における中国の変化を学習課題 として設定できるように第

1時,第2時 は 「人口と民族」を学習内容 とした一斉学習 とした。 この単元構成 の工夫

によ って第3時 以降の課題学習に生徒一人一人が主体的にかかわることができた。

イ 単元(6時 間扱 い)全 体 の指導計画 と評価計画(指 導 目標 に合わせた観点別学習状況

の評価の観点や評価基準 ・評価方法)を 一体的にとらえた表 を作成す ることは,指 導 と

評価 の一体化に効果的であることがわか り,そ の活用を試みた。また,こ の工夫 は各時

の指導案の中に も生 かされ,1単 位時間 ごとの観点別学習状況の評価の具体化 も図 るこ

とがで きた。

ウ 事前及 び事後の アンケー トをとることは,生 徒の中国に対す る関心,学 習意欲,知 識

の変容 を確認す る上で効果的である。また,ご くわずかではあ るが,中 国を学習 したこ

とによ ってアメ リカ合衆国,ロ シア連邦,イ ンドなどの国 を学習 してみた くなったと記

入 した生徒 も見 られ,「 様 々な地域」の学習の特性 を確認する ことができた。

(2)今 後の課題

ア 「適切な課題を設 けて行 う学習」では,生 徒に学習課題を設定 させる場面で,そ の手

がか りとなる資料の選択 と提示の仕方が,そ の後の生徒の学習活動に大 きな影響 を与え

る。生徒が主体的に学習 できるよ うに,十 分検討す る必要がある。

イ 観点別学習状況の評価 は,生 徒 の活動や表情,机 間指導,質 問,ノ ー ト等 の提出によ

る点検,生 徒の自己評価 ・相互評価など様々な方法を取 り入れ る必要がある。また,授

業中に一人の教師が学習指導 と同時に評価を行 うことは,な かなか難 しい。そこでティー

ムテ ィーチングを取 り入 れた指導 による研究が急務 と思われる。

ウ 「様々な地域」を指導す る時,「 多様な世界」での学習内容 をで きるだ け生 かす よ う

に心がけたい。世界 の国 々の名称や位置,人 々の生活にっいての既習知識 を生かす こと

によって 「様々な地域」で取 り上 げた地域や国の理解を円滑 に したい。
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皿 公民的分野

生徒の思考力 ・判断力 を育て,主 体的な学習活動 を促す指導法の工夫

一 デ ィベー トによる学習を取 り入れた 「消費者の保護」を通 して 一

1主 題設定の理由

現代 の社会では,科 学技術の進歩や産業の進展 に伴 い国際化,情 報化,高 齢化等が進む中,

社会の変化 に主体的 に対応で きる力が求 め られている。同時に,社 会的事象を学習対象 とす

る社会科 は 「国際社会に生 きる民主的,平 和的な国家 ・社会の形成者 と して必要 な公民的資

質の基礎を養 う」 ことを求 め られているが,従 来 の授業においては,社 会の制度 や仕組みを

中心 に扱 い,こ れに関連 した用語 の解説に時間をか け,生 徒に知識を身に付 けさせ ることを

主眼とす ることにな りがちであ った。 こうした授業では生徒の意欲的な学習を促す ことはで

きず,社 会的事象に対 して主体的に考えたり,判 断 したりす る能力が育たず,急 激な社会の

変化に対応できる生徒の育成 にっなが らない。生徒 が生涯 を通 して学 び続 け るためには,

「基礎的 ・基本的な内容」を明 らかにす るとともに,こ うした思考力や判断力 を身 に付 けさ

せることが重要である。

学習内容 として は,思 考力 ・判断力を育 てる観点か ら,学 習指導要領の公民的分野 「(2)国

民生活の向上 と経済」の 「イ 国民生活 と福祉」の 「消費者の保護」を取 り上 げた。 この項

目を取 り上げた理由は,生 徒 自身が消費者 として社会生活を営んでおり,身 近な問題 として

考え,興 味 ・関心を もちなが ら学習す ることがで きるか らであ る。また,国 際化,情 報化,

高齢化 といった社会の変化に伴 って,消 費生活 も変化 して きていることや生涯学習の観点か

らも消費者教育が大切であ り,「消費者の保護」の学習が一層必要である と考 え られ るか ら

である。

本研究では,学 習内容の改善 よりも生徒一人一人 の個性 を生 か した主体的な学習活動 を促

す指導法 の工夫 に力点を置いた。そこで,従 前の授業形態 を改あ,消 費生活における身近な

ス トー リーを劇化 し,生 徒に演 じさせることによって興味 ・関心を高め,消 費生活にかかわ

る様々な問題を発見させ論題 を設定 させ ることを試みた。そ して,ま とめに生徒 の思考力 ・

判断力を育て学習課題 に対する成就感や満足感を味 わえるよ うな学習形態 として,討 議法の

一つであるディベー トによる学習を取 り人れた。論題 に即 した資料や情報を収集 ・選択 ・活

用する技能 と表現力を養 い,こ の学習を通 して他人の考えや立場 を認め理解す る態度を育成

す るとともに,民 主的 な社会においては諸問題の解決方法 として討議が重要 な役割を果た し

ていることに気付かせることが大切であると考え,上 記の主題を設定 した。
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2研 究のね らいと方法

(1}研 究のね らい

ア 消費生活の当事者 であ り,経 済社会の一員である生徒 自身に,消 費者 としての基礎的

な知識 と態度を身 に付 けさせ,生 涯 にわたり必要 とされる思考力,判 断力の育成を図 る

指導法の研究 を行 う。

イ 学習の主体者であ る生徒の興味 ・関心 を高 めるために,「 消費者 の保護」 の学習 内容

を精選 し,消 費生活にっいて身近で具体的な題材を取 り上げ,そ れを劇化す ることによ

り学習意欲を一層喚起 させ,生 徒の授業への主体性を高める指導法の工夫 を図 る。

ウ 討議法の一 っであるディベー トを通 して主体的に資料や情報の収集 と選択を行 い,資

料活用能力や表現力 を育てるとともに,諸 問題 を解決 してい く民主主義社会を担 うこと

ので きる資質の基礎 の育成 を目指す指導法の研究を行 う。

(2)研 究の方法

ア 事前に 「消費生活 の意識 に関す るアンケー ト」 と 「消費行動 に関す るアンケー ト」調

査 を実施 し,生 徒の実態 を把握す る。

イ 指導計画(4時 間扱 い)を 作成 し,研 究授業 を実施す る。

ウ 消費生活の諸問題 を身近なものにす るために,生 徒に簡単な劇を演 じさせ学習意欲 を

高め る工夫をす る。

エ デ ィベー トによる指導法の工夫を行 う。

0う 対立点が明確 になるような論題設定の検討を行 う。

(イ)生 徒の思考力 ・判断力を育てる指導法 として,討 議法の一っであるデ ィベー トを取

り入れ る。そ して,デ ィベー トに関す る文献や先行実践にっいての研究 を行 う。

*デ ィベー トは,一 定のルールに基づいて,自 分の論理性や実証性等を競い合い,興 味 ・

関心 を引き出 しやすいゲーム的感覚 の討議法 である。また,討 議前の準備が重要であ

り,グ ループ活動で協力 して資料や情報 を収集 ・選択 し,そ れ らを有効に活用する技

能や表現 ・主張す る能力を高め る指導法 として効果的であ る。また,討 議の実践段階

では,民 主主義の基本である討議 を他者 の立場に も気付かせなが ら理解 させ,様 々な

角度か ら思考力や判断力を育て ることが可能な指導法である。

(ウ)判 定基準や判定方法の検討 を行 う。

オ 授業後,消 費生活にっいての レポー トを作成 させ,生 徒の意識 の変容 を探 る。

力 授業に使用す る副教材(補 助教材)の 開発や検討を行 う。
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3指 導 内 容

(1)指 導 計画

第1時 「わ た した ち を と りま く消費 者 問題 」 … 消 費者 問題 に つ い ての 意識 付 け を し、消 費 者の 権 利 と保護 を理解 さ

せ る ため 、学 習 内 容 を精 選 し、一 斉授 業 を行 う。

第2時r身 近 な消 費 者 悶題 の 発見 」 … 教 師 が作 成 す る消 費生 活 に かか わ る シナ リオを生 徒 が演 じ る。 そ の蘭 を通 し

て 消費 者 問周 に対 す る生 徒 の興 味 ・関心 を高 め 、一人 一人 の 生徒 に様 々 な消費 者 問題 を発 見 させ 、 デ ィベ ー トの論

題 に導 く。

第3時 「デ ィベ ー トを行 う際 の 諸注 意 と立 論 の作 成 」 … デ ィベ ー トを行 う際 の ルー ル を理 解 させ 、 デ ィペ ー ターを

決 定す る 。デ ィベー ターに は論 題 を 的確 に捉 え させ 、 自分の 考 え を ま とめ 、 質閻 を 考 え させ る 。

第4時 「デ ィベ ー トによ る学 習 」 論 題 「もの は ク レジ ッ トカー ドで買 うべ きで あ る」 … デ ィベ ー ター に は確実 な

資 料 に基 づ き、立 論 や反 駁 、 最終 弁論 を行 わせ る。判 定者 に は そ の討論 を聞 かせ 、意 見 を まとめ 判定 させ る.ま た、

全 員 にrこ れ か らの消 費 生 活 」 とい う題 で レ ポー トを書 かせ る。

(2)指 導内容の構成図

指 導 法 の 工 夫

(一 斉 学 習) 1わ た し た ち を と り ま く

/

2身 近 な 消 費 者 問 題 の 発

劇 化

発 見 学 習
論 題 の 設 定

(グ ル ー プ 学 習)

/

(デ ィ ベ ー ト 学 習)…

3デ ィ ベ ー ト

の 諮 注 意 と 立

冒,「

4デ ィ ペ ー ト

v
思 考 力 ・判 断〉

ト に よ る

学 習

生 徒 の 変 容

能

・
表

現

(構 成 図)今 回の研 究 では 、指 導法 の工 夫に主 なね らい を置 き、デ ィベー トや劇化 な どの 方法 によ って生徒 の思考 力 ・

判断 力の育 成 を目指す こ とを図 った 。
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4研 究 授業

A学 習書旨導 案(第1B寺)

ア 主 題rわ た した ちを と りま く消 費者間題 」

イ 本時 のね らい

(ア}消 費 者問題 につ いて の意識 付 けを し 、消 費者教 育につい て興味 ・関 心を もたせ る.

(イ)消 費者 問題 の変 週か ら 、消 費者 の権 利.保 護につ いて理 解 させ る.

ウ 本時 の展開

学習活動 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点 資 料

導 O「 消費行動 1ア ンケー トの結 果に つい て.気 事前 に実施 した ア ンケー トの 集計 ア ンケ ー トの集

に関す るア 付い た こ とを発表 す る. 結果 をプ リン トして提 示す る. 計

入 ン ケ ー ト」 挙手 させ る.(一 斉)

5 の集計結果

分

O生 徒をとり 2r東 京都 消費 者セ ン ター 」の資 若者の消費者意識は比較的健全だ 「消 費者セ ンタ

まく社会の 料 を 見なが ら.気 付 いた こ とをワ が 、消 費者被 害は増 加 してい る. 一に おけ る相談

消費者問題
一 クシー トに記 入 し、数 名が発 表 消費者意識と消費行動のずれを指 事例か らj東 京

の現状 す る. 摘 す る. 都消費者センタ

消費者被書の種類が多様化 し、ま 一資 料

た被害 も高校生や大学生から低年

齢 の小 ・中 学生 に まで 及ん でい る

こ とを理解 させ る.

展 O消 費者間題 3「 消費者問題の変遷 」の資料を 消費者間題が社会経済の大きな変 「消 費者 行政 、

の変遷 見 なが ら 、気 付い た こ とや 知 って 化のな か で.複 雑 、多様化 して き 消 費者 セ ン ター

い る こ とを グル ープ で話 し合 い ワ た ことを理 解 させ る. のあゆみ と消費

一ク シー トに記 入 し、発表す る. ・消費者問題の歴史は 、消費者問題 者問題運動史」

の解決 、消費者の保護や権利の確 東京都消 費者セ

立のための運動の歴史であること ンター資 料

を引 き出 す.

O消 費者の権 4消 費者の権利が強 く要求 される

利 よ うにな った理 由 を考え る.

5ケ ネデiの 四 つの 櫨利 を 、自分 ケネデ ィの四つ の権 利 「1安 全

の生活にふりか えって具体的に考 を求める権利2知 らされる権

え 、 ワ ー ク シ ー トに 記 入 し 、 数 名 利3選 ぷ権利4意 見が反

開 が発 表す る. 映 され る権利 」に ついて 考 えさせ

る.

ケネ デfの 四つの 権利 は 、世界 各

国の消費者運動 、司法 、行政に大

40 きな彫響を与えていることを指摘

す る.

・フ ォー ド大統領 の第 五の権 利 「消

分 費者教育を受ける権利」について

触れ る.

○行政の消費 6消 費者保護基本法には 、どんな 消費者被害にあった場合にどのよ 「東京都の消費

者保護につ ことが定められているかを考える うに対処 したらよいか考えさせる 生活条例 」

いての取組 7国 民生活センターや各地の消費

み 者セ ンターの 役訓 にっい て理解 す

る.

ま ○ 中 ・高 校生 8f図 式 で 見 る中 ・高校 生の消 費 身近な消費生活が、大量消費社会 「図式で見る中

と の消費生活 生活 」の資料を参考に自分の消費 国際化 ・高 齢化 社会 ・カ ー ド社会 高校生の消費者

め 生活 を見つ め直 し、考 え たこ とを また 、資 源環境 問題 とどの よ うに 生活 」消費社会

5 ワー クシー トに 記入す る. かかわるかを指摘する, への ワ ンステ7

分 プ(東 京都)

工 本時の 評価

(ア}消 費者間 題 につい て 、意識 す るこ とが で きたか.

(イ1消 費 者問題 の歴 史 、消費者 の権 利 、保i#な ど基本的 な内 容 を理解す る ことが で きたか 。
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B学 習指導案(鯖2時)
ア 主 題 「身近な消費者問題の発見」
イ 本時のねらい
(ア)劇 を通 して生徒たちに消費者生活における問題点を発見させる.
1イ)多 様化する販亮方法を理解させ、契約の意義と重要性に気付かせる.
(ウ)次 時のディベー トの論題を考えさせる。

ウ 本時の展開

学 習 内 容 学 習 活 動 指導上の留意点 資 料

導
入

○消費者問題に対する関
心

1消 費者問題の劇(約4分 間)を 見る. ・消費者問題を身近な

なものとしてとらえ
is

・感 想や意 見 をワー クシ ー トに記入 して発表 す させ興味、関心を引
る. き起 こす.

分

o身 近な消駿者問題 2再 度劇をみて問題点を見っけだす. ・劇の台本を生徒に渡

礪 銘 動の闘 点をみつ胎 本に下線を引く・
す.

今後、C子 はどのような点で困るか?

ワー ク シー トに記入 して 発火す る。(生徒
の 予想)

・お 金が払 え な くな る.

・通 信販売 で 困る.
品物自体がこない.
不良品 、注 文 と違 うものが くる.

1
○通信販亮 3一 発問②

展 品物は、返晶できるのか?そ の理由は?

○契約の意義と重要性 4

ワークシー トに記入 して発表する.
通信販亮について説明を聞く.
長所 ・短所について利用上

の注意点 な ど
発問③

・通信販売の説明は、地域
や生徒の実態 を

考慮しながら説明す

・ 「通 信販売 一

広 告は信 用で
きますか 」全

r
の通信販亮の契約 は、取リ消せるか?そ の
由は?

る. 国消費者相談
員協会等通信
販売に関する

ワー クシ ー トに記 入 して発表 す る.
資料

(生徒の予想)
・約 束だか ら取 リ消せ な い.

開 ・電 話の注 文だ か ら取 り消 せ る.
・未成 年だ か ら取 リ消せ る.1

契約について説明を聞 く.
その時、訪問販亮における
・未成年の取リ消し権
・クーリング ・オフ制度についても理解する.

・契約の説明は、専門的
にならないように

配応する.

・「消費祉会への

ワン ・スッテプ」

東京都消費老セ

ンター等訪Pn9販

O現 金以外の購入方法 5 一 発問④
売 とそのhラ ブ

30
あなたが、C子 の立場な らどのようにして

商品を購入するか?
1V防止に関する

烈
分

ワ ーク シー トに記入 して 発表す る.

(生徒の予想) ・ク レジッ トカ ー ドが ・ 「あなた も消
・貯 金 して現 金で 買 う. 生徒から出てこなか 盟者NO19
・通 信販 亮で 後払 い. った ら借金の 一つ の クレジ ッ ト」
・友 人、親 か ら借 金 して買 う. 形態として提示す る. 東京都消費者
・1(親 の,ク レ ッ ジ トカ ー ドで 買 う .1 セ ンタ ー等 ク

レジ ッ トカー
Oク レジッ トカ ー ド ク レジッ トカー ドにつ いて説 明 を聞 く. ドに閲する資

料
・ク レジ ッ トカ ー ドの ・ク レジッ トカ

機能の説明程度に留 一 ドの現 物

め る.

O次 時のディベー トの論 s 一 発問⑤

題設定 あなたは、クレジットカー ドを将来使用して ・意見の対立をディベ
ま

と
みたいか? 一 トの論 題 に導 く.

め ワーク シー トに記 入後、 挙手 をす る.

10
長所 ・短所等意見の違う生徒敗名が発表する.

・次の時間までにクレ

分
・次の時間から、 「ものはクレジットカードで買

うべきである.」 についてデ ィベー トを行うこ
ジッ トカー ドの資料

を収集し、持ってこ
とを確認する. させ る.

工 本時の評価

(ア)消 費生活における問題点 を自分たちの身近なものとしてとらえることができたか.

葛顕露甜 疎 髭罐紫 疑箋叢讐謝 髄 たか・
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C学 習指導策(第3時)

ア 主題[デ ィベー トを行う際の諸注意 と立論の作成」

イ 本時のね らい

(ア)デ ィベー トを行 う瞭のルールを理解 させるとともに、ディベーターには論題を的確に捉えさせ、確実な資料に基づいて

様々な角度から考察させ、立論の準備を行わせる。

(イ)デ ィベ ーター以外の生徒は論題を把握 し、自分の考えをまとめてお くとともに、判定者としての質問を考えさせる。

(ウ)デ ィベーターには効果的な資料の活用の工夫を行わせ る。

ウ 本時の展開

学 習 内 容 学 習 活 動 指導上の留意点 資 料

導 ○論題の確認 1前 時の劇での消費生活における問題点を確認 し ・問題点を明 らかにし、対立

入

3

論題にっいて全員で確認する。 点を生徒に示す。

分

○ デ ィベ ー トの説 2デ ィベ ー トの ル ールや第4時 の デ ィベ ー トの学 'fデ ィベ ー トの 学

明 とデ ィベ ータ 習の進め方にっいて説明を受け、理解する。 習につい ての 」ブ
一の決定 3自 分の論題の賛否やディベ ーターをやってみた ・デ ィベ ータ ーの数 は同数 に リ ン ト

展 い とい う希 望を優 先 にデ ィベ ーク ーを決 定す る。 する。男女混合で構成する
O

4デ ィペ ー ターと判定 者の 活勤

○ デ ィベ ー トの作 〔デ ィベ ー タ ー 〕 〔判定者〕

戦 ① おおまかに自派の グ ① デ ィベー ト学習の流 ・学級 を デ ィベ ー ターと判定 ・rデ ィベ ー ト情 鞭

○立i作成 ル ープで デ ィベ ー トに れを理解する。 者 のニ グル ープに分 け、そ カ ー ド」

0反 駁検討 向けての作戦を立てる。 ② 採点表の内容を把握 れそれの学習内容にそって ・ 「デ ィ ベ ー トの 展

O判 定者の指導 ② 各 自の デ ィベ ー ト情 し、採点の仕方を確認 活 動させる. 開に向けて」

開 (判定基準の確認 報 カ ー ドを見 なが ら、 す る。 ・ニ グル ーブ には適宜 、指導 ・rデ ィベ ー ト採点
,

と採点表の活用 立論の内容を考える。 ③ 判定法にっいて理解 助言する。 表 」

法) ③ 相手の立論を予想し す る。 ・デ ィベ ー タ ー に 対 して は 、 ・.「判 定 者 デ ィベ ー

てそれに対する反駁の ④ 諭題についての自己 発表に必要な資料等を配布 ト メモ用紙1

92 資料を用意 し、反駁を の考えをまとめ、第4 し、活 用 させ る。 ・rデ ィ ベ ー ト自 己

分 考 え る。 時の始めに明 らかにす ・本時の指導の重点は判定者 評 価 カー ド」

る。 に置 く。

○発表準備 5デ ィベー トを行 う際に提示する資料の作成に関 ・リハ ーサル を各派 で行わせ ・デ ィベ ー トの配庵

する指示を受 け、発表内容を分担 して、ディベート 資料収集を微底させる。 図
ま に備 え る。 ・両派の進捗状況を的確に把

と 6判 定者は資料収集後、さらに自己の考えをまと 握 し、必要に応 じて経過報

め め させ 、デ ィベ ー トに臨 ませ る。 告を させ る。

・判定者は質問事項を事前に

5 考 えさせ る。

分 ・教室内の配置を提示する。

・放課後 等 を使 って:a査 ,研

究をまとめ させ、それに対

して指導 ・助 言 す る。

工 本時の評価.

(ア)論 題を的確に把握 し、ディベ ートのルールや次時の学習の進め方を理解することができたか。

〈イ)確 実 な資料に基づ き、立論や反駁の準備を意欲的に行 うことができたか。

(ウ)デ ィベー トで使用する資料の活用方法を理解することができたか。

オ 資料(教 師が用意 し、生徒に配布する資料)

(ア)T(ら しの相談j東 京都消費者セ ンター

(イ)rあ なた も消費者Noigク レジットJ東京都消費者セ ンター

(ウ)r消 費生活条例と私たち」東京都生活文化局消費者部計画調整室

(エ)r通 信販売 一広告は信用で きますか一1全 国消費生活相談員協会

(オ)rAGuidetoMoncy&Cardお 金やカードについて考えてみよう」貯蓄広嬢中央委員会

(カ)硝 鰍 会への ワ ン ・ ス テ ッ フ:1消 賭 糖 躰 仲 ・高生向 煉 京棚 髄 纏

一19一



D学 習指導案(第4時)

ア 主 題 ディベ ートによる学習 論題 「ものは クレジットカードで買 うべきである」

イ 本時のねらい

1刃 消費生活における取引や契約の形態の多様化の実態 を踏まえて、賢い消費者として主体的に判断 し、行動す ること

の重要性を理解させる。

`イ,デ ィベー トによる学習を通 して、論題に即 した資料や情報を収集 ・選択 ・活用する技能と表現力を養い、他人の考え
や立燭を認め理解する態度を育成する。

1ウ,民 主的な社会においては、諸問題の禦決方法 として討議が重要な役創を果たしていることに気付かせる。

ウ 本時の屓開

学 習 内 容 学 習 活 動 指導上の留意点 資 料

導 O論 題の確認(3分) 1「 ものは ク レジッ トカ ー ドで買 うべ 。肯定側 と否定側及び判定

入 きである」 とい う論題を確認する。 者に論題 と立場を再確認

させ る。

3 2判 定者は論題に対する賛否を表明す

分 る。

O討 議 3立 論、反駁と尋間、判定者か らの質 ・教 師は、 司会 を行 いなが ・デ ィペ ー タ ー

問.最 終弁論の順に討論を行う。 ら肯定側 ・否 定側 ・判定

(1)立 論 者の行動 を把握する。 「ディベ ー ト情

〈予想される肯定側の主張〉 報 カー ド」

①肯定側(4分) ・ク レジ ッ トカー ドを利 用 すれ ば、必

農 ②否定側(4分) 要なものを必要な時に買 うことがで

③作戦 タイム(2分) き、毎 月の収 入に拘束 されな い。 ま

た、現金 を持 ち歩か な くてよ い。 ・タ イム キ ーパー を行 う生

(2)反 駁と尋問 ・将来的には、国内的にも国際的にも 徒には、計時を厳格に公 ・判 定者

ます ます カ ー ド社会 と なる。 平に行うように指示する.

①否定側 → 肯定側 「ディベ ー トメ

(7分) モ用紙」

開 ②肯定側 → 否定側 〈予想される否定側の主張〉 ・判定者に作戦 タイムの時

(7分) ・直接 、お 店の 人と交 渉す る ことが で ディベー ト採点表に記入 「ディベ ー ト採

(3)判 定者か らの質問 き値段が安 くなる可能性がある。 させる。 点表」

(3分) ・現 金 だと、実際 のお 金の 残高 がは っ

(4)作 戦 タイム きりして、安心 して計画的に買い物

(2分) が で きる。

37 (5)最 終弁論

分 ①肯定側(4分)
②否定側(4分)

ま O判 定 と講評(7分) 4判 定者は、デiペー トに対す る判定 ・デイペ ー トに対す る判定 ・デ ィペ ー タ ー

と 行 う。 は.論 理 性、 鋭得 力、情

め 報.資 料 の活 用の仕 方、 「T1ペ ー ト自

話 し方、時聞配分等を基 己評価 カ ー ド」

蜘にして行わせる。
5判 定者は論題に対する賛否を、再度 ・デ1べ 一 トに対す る判定 ・判定者

表明 す る。 に左右されず、判定者自
10 6教 師の講評を聞き、消費者として主 身の論題に対する賛否を 「判定者 自己詳

体的に判断 し行動することの重要性を 表明させ、判定者の変容 価 カ ー ド」

分 O課 題 レポー トの作成 理 解す る。 を把握する。
について(3分) 7課 趣 レポー ト 「これか らの消費者と

消費生活」の作成方法を聞 くe

工 本時の評価

けり 消費生活における取引や契約の形態の多様化の実態を踏まえて、賢い消費者として主体的に判断し、行動すること

の重要性を理解することができたか。

H,デ{ペ ー トによる学習を通して、論題に即した資料や情報を収集 ・遇択 ・活用する技舘と表現力を高め、他人の考 え

や立場を認め理解する態度を身に付けることができたか。

吻 民主的な社会においては、諸間還の解決方法として討議が重要な役割を果たしていることに気付 くことがで曹たか。
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5授 業の考察

研究授業 は第4時 のデ ィベー トによる学習 を行 ったが,指 導計画に沿 って4時 間全体の考

察を述べる。

第1時 では,学 習内容の精選 を図 った一斉授業を行 った。事前の生徒のアンケー ト結果 を

活用 した り,消 費者問題の変遷や現状を示 したりして,消 費者問題 に着目させ るとともに消

費者 の権利や保護にっいて考 えさせ,基 礎的 な知識 の理解を図った。この時間は,ワ ークシー

トを中心に意見をまとめさせ,発 表 させる方法が有効であった。

第2時 で は,教 師が作成 した劇の シナ リオを生徒が演 じ,学 習内容 に対する興味や関心 を

もたせ,身 近な消費生活 の問題点を発見させた。多 くの生徒が,「 通信販売 の トラブル」 や

「契約の成 立,解 消」,「ク レジットカー ドの有効性 と問題点」を指摘で きた。 この指 摘 を も

とに通信販売,契 約 の意義 と重要性,ク レジットカー ドに関す る知識 を整理 させ,理 解を深

めさせた。導入の劇 は,学 習内容 に対する興味や関心を高めるのに有効であり,そ の後のディ

ベー トによる学習における立論や反駁 のまとめの際にも役に立 った。 しか し,シ ナ リオの内

容や劇の演 じ方について,さ らに検討改善す る必要がある。まとめで生徒か ら論題 を導 き出

し論題の設定を行 った。

第3時 では,デ ィベー トの学習の方法にっいて説明 し,デ ィベーターとタイムキーパーの

決定後,残 りの時間でデ ィベーターは情報 カー ドを活用 し,立 論をまとめ,反 駁を考えた。

判定者 は採点基準を確認 し,判 定者自身の賛否の考えをまとめ,質 問を考えた。実際には,

授業時間以外 に2日 間放課後 を利用 し事前学習を進 めていった。ク レジッ トカー ドの所有の

有無やその理由に関す るア ンケー ト調査の実施 と集計,図 書館での資料調べ 消費者センター

やカー ド会社への電話での質問など,グ ループで協力 し主体的に事前学習 に取 り組んだ。

第4時 で は,最 初に,判 定者に賛否 を問 うたが賛成 は一人であ り,ほ とんどの生徒がク レ

ジットカー ドの利用 について否定的であ った。事前学習の成果が発揮 され立論は積極的に行

われたが,授 業 の山場 となる反駁では,相 手 の弱点 をっ くことが弱かった り,尋 問に対 して

相手を納得 させることがで きなかった りす る場面があった。ディベー トの判定結果は否定派

の勝ちであったが,論 題に対す る判定者 自身 の考えの賛否を再度問 うた結果,賛 成が3人 と

増 えた。今回,教 師が司会を行 ったが,生 徒 の発言 や行動を記録 し,評 価につなげる活動が

スムーズにできない面があ り,今 後 の課題 といえる。 また,デ ィベー トの時間配分や論題の

適切 さの検討,デ ィベー ト採点表の採点基準,デ ィベー ター自己評価 カー ド,判 定者 自己評

価カー ド等の工夫 ・改善が必要 と思われ,今 後の課題 として残 った。
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「消 費 者 の 保 護 」 に お け る 劇 の 台 本

10月 上旬の天気の良い日曜日、C子 の部屋での出来事
A子 はマンガを読んでいる。B子 はゲームボーイをやっている.C子 はカタログを見ている。

女子生徒A子 、B子,C子

本
何かいいことないかなあ。

本 当だよね え。 一 間 一A子 、 この ゲーム面 白いよ。キ ャハハ(笑)

本 当、どれどれ、や らしてよ。 一 聞.・ 本 当、超面白いね。

もう、 うるさいわね え。 一一 聞 一 ね え.見 て見 て、このカ タロ グ。

本 当?す てき。 一一 聞 一B子 も見 てごらん よ。

もう、何 よう。一 聞 一 す てきな洋服ね。で も、私、 こっちの洋服のほ うが いいわ。 だってデザ インがすてき じゃない。

そ うかな?.私 は、 この服の色あいが、すてきだと思 うわ。

私 は、デザ インとてごろな値段が最高 だと思 うわ。

そ うか な?確 か に、値段は.て ごろだけ ど.や っぱ りこっちの服のほ うがいいわ。

ね えね え、 この服欲 しいな。、買 っちゃお うか な。

え、本 当?一 間 一 お 金、 どうするの?

お金 ないけ ど。簡 単に買 える方法があ るの よ。

ク レジッ トカー ドかなんか で買 うの?

ク レジッ トカー ド。でも、 みんな持 ってない でしょ。

ク レジッ トカー ドか。残念 だけど持 ってないの よね。 でもさ、 クレジ ッ トカー ドって便 利よね。 だって、お金な くても

色 々な物 を買えるんだか ら。私.大 人 になったら絶対に持つんだ。

確かに、便利 よね 。でも、 計画的に買わ ないと大変な ことになるみたい。よ く新聞にでてる じゃない。それ に、 ク レジッ

トカー ドを落 と した ら大変 だ しね。

そ うね。でも、私 も大入に なった らカー ド持ちたいな。何とな くか っこいいじゃない。

そ うね.そ れに、大金を持 ち歩 くのは危ない しね。 そ うそう、 もとに戻 るけ ど、C子 、お金ないのにどうや って買 うの?

簡単、簡 恥。通信販売で買 うのよ。竜話 一一本 でいいのよ。楽、楽。.A子 とB子 は顔 を見合わせる。 一一一

そ う、家の人is相 談 しな くていいの?両 親の許可がな くても買 えるの?

平気よ。電話 して しまえばいいのよ。 一…..A子 とB子 は顔を見合わせ る。 一.

本 当に、そんなに簡単なの?

でも、本 当に.お 金、都舎っ くの?

大丈夫よ。後払い だか ら、来月のお小遺いで払いばいいのよ。

もし、払 えな くなったらどうす るの?

いざとな ったら、お母 さんに謝 って、払 って もらえばいいのよ。.一一.一.A子 とB子 は顔 を見合わせ る。 …一・一

平気、平気。 そん なに心記 しなくても大丈夫 だか ら。

でも、通信販売 って、何 となく恐 くない?

え、 え、 ど うして?

だって、 この カタログと違 っていた らどうす るの?

そ うよね え。や っぱり、 自分の 目で 見て買 ったほ うがいい と思 うわ。

この間、 良rの 家 で通信販 売を利用 したら、 カタログと違 う物がきて大変だったみたい。

平気 よ。今 までに 、何回か利用 した ことがあ るけ ど大丈夫だったわ.そ れに、いちいち出かけ るのめ んどくさくない。

そ うかな?・ 聞 一 でも、お金 で払 ったほ うがいいん じゃない。払 えな くなった ら困 るよ?

AfもB子 も、や あね。 ・ 闇 一 大丈夫だか ら。それ よ り、電話 かけ るか らFま でつきあ ってよ。

そ うだよね 。大丈夫、 大丈 ・夫。

みんなで行こ う。行こう。

よ し、行こ う。
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6研 究のまとめと今後の課題

公民的分科会では,「 生徒 の思考力 ・判断力を育て,主 体的な学習活動 を促す指導 法 の

工夫」を主題 として研究を進 めた結果,次 の点を明 らかにす ることがで き,ま た,今 後の

課題が明確 になった。

(1)研 究のまとめ

ア 生徒の思考力 ・判断力を高めるためには,デ ィベー トによ る学習 は効果的であった。

討議の準備を通 して,論 題 にっいて様々な角度か ら分析 し,自 分の意見を構築 しよう

とす る主体的な態度 を育成す ることがで きた。また,討 議の実践を通 して,自 分 とは異

なる考えや意見,立 場 を理解することによって,新 しい視点 か ら論題 に迫れるよ うにな

り,思 考力 ・判断力を高め ることができた。

同時に論題に対する自分の意見を構築す るために,資 料や情報を収集 し,必 要な もの

を選択する能力 も育成できる。ディベー トによる学習を通 して,民 主的な社会 においては諸

問題 の解決方法と して討議が重要な役割を果た していることに気付かせることができた。

イ 消費生活を劇化す ることによ って,消 費者問題への興味 ・関心を高めることがで き,

論題 「ものはクレジットカー ドで買 うべ きである」を導 くことができた。

日常生活の会話の 「劇」か ら,現 代 の消費生活 にかかわ る問題点を発見 させ ることに

よって,論 題を生徒の発言か ら導 き出せた。そのため,デ ィベー トへの意欲が高 まり,

審判 にあたる生徒 も,真 剣 な態度 でデ ィベー トに参加できた。

ウ デ ィベー トによる学習 を取 り入 れる場合 は,論 題の設定 や指導計画を十分 に検討す る

ことが大切である。

デ ィベー トの論題 は生徒の興味 ・関心を引 くものを選ぶ と同時に,資 料 ・情報が生徒

に集めやすいものを設定す ることが大切である。また,指 導計画の中に,デ ィベー トに

対す る準備時間を取 ることは有効である。そのために4時 間扱 いに した。また,生 徒 は

情報の収集や資料の作成などを放課後の時間に行 うことになるので,活 動時間を確保 し,

教師が適切な援助 ・助言をす ることが大切である。

(2)今 後の課題

本研究を通 して,主 体的 な学習活動 を促す指導法と してデ ィベー トは有効な指導法であ

ることがわか った。今後は様 々な単元でディベー トによる学習を取 り入れたい。そのため

には年間指導計画,単 元の指導計画,指 導内容を工夫す ることが大切である。また,デ ィ

ベー トを行 っている時の教師の役割や評価方法をさらに研究す る必要がある。
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